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表面合成法とは、超高真空下で金属表面上に有機分子（前駆体）を吸着させて加熱することに

より、金属の触媒作用と分子吸着による低次元束縛効果によって特異的な物質を合成する手法で

ある[1]。この手法により、アントラセン誘導体を前駆体として使用することで、前駆体の重合と

脱水素環化反応を経て、幅が 0.74 nm の均一なアームチェア型グラフェンナノリボン (7-AGNR) 

を金表面上で合成できることが知られている（図 1a）[2]。しかし、その過程でラジカル重合する

ことに起因して、複数の末端構造の共存[3]や副反応物の生成[4]が起こることが報告されている。 

本研究では、末端を含めて構造が完全に規定されたグラフェンナノリボンの表面合成法の確立

を目的として、7-AGNR の末端修飾を行った。２種類の前駆体を混合して Au(111)表面上でラジカ

ル重合させた（図 1b）。その生成物の構造を、超高真空・低温 (5 K) における非接触式原子間力

顕微鏡(AFM)と走査トンネル顕微鏡(STM)による高分解能観察で調べることで、末端用の前駆体分

子由来の構造が確かに 7-AGNR 末端に修飾されていることを確認した（図 1c,d）。 
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図 1 (a) 7-AGNR の反応スキーム。(b) 末端修飾 GNR の反応スキーム。(c,d) 生成した GNR の

修飾末端(c)と通常の末端(d)の AFM 像。 
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